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這うことが歩く能力を育てる 

 

 『ドーマン博士の幼児開発法』に紹介されている話ですが、博士が

終戦で復員し、脳障害児の治療に従事した初期のころです。貧しい

ために治療の受けられない脳障害児の方が、当時は最も有効だと信

じられている治療を受けている脳障害児よりも、症状が良くなっている

ことが多いのに気がついた博士は、“良くなるには良くなる理由がな

ければならない”と考え、その原因を追及しました。その結果、現在の

治療訓練の一つ、“這い這い運動”を発見したのです。 

 脳障害のため、歩くべき年齢を過ぎても歩けない子供がいたとしま

す。歩く能力は、歩くことによって向上するものですから、当然、治療

法として“歩く訓練”があります。しかし、脳障害児にとっては、正常児

以上の苦痛が訓練に伴います。 

 だから、歩く訓練は長く続けることはできませんし、子供の方からは

求めて歩くことはありません。従って歩く訓練はどうしても不足がちと

いうことになりますので、歩く能力がなかなか育たないのです。 

 ところが、貧しい家の脳障害児は、歩く訓練など全く受けないで、部

屋の中に置きざりにされています。しかし、子供の目は開いています

ので、目にした物に手を伸ばし、届かなければ、取ろうとして、そのき

かない手足を努力して働かせます。 

 こうして子供は、部屋の中を意欲的に這い回りますが、この這い回

るために手足を働かせることが、“歩く訓練”以上に治療的効果がある

ことを、ドーマン博士は突きとめたのです。 

 一日にわずかばかり歩く訓練をしたところで、一日中這い回ることの

効果には、とても及ばないのです。 

 それは、子供にとって義務的、受身的な手足の使い方と、自ら求め

て意欲的、能動的にする手足の働かせ方との違いです。 


